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]r_した.組織所見では明瞭な核小体を持つ小円汗き細目泡瞳

壕で.免疫組織化学的i二は神経原性LJ)腫癌L')性質を示L.

電朗では胞体内に神経分泌鞘粒を有しておりPNlirl､上

診断. I.期手術て腫塵取全橘を行左い,現れ 化学療法

の他,照射療法を餅潤し経過観察中である,

24)､【'l科･て紺騒した中り古侶 日生ポ リ-ブ 8例(,71
検討

小暗 和也･山際 告酢
畠中 頗噌帝鷲尾 正彦 (山形光学第二外科)

山形大学第2外科では8例のか泥若年性ポリ-プを経

験L,二t-Tl･'lJJ,,G例か最近 l年間の症例で.裾:'.;-I:･齢は

生後望力男から6割こおよび,男児3軌 激児5例であ

る.初発症状は駄門出血が6例争髄疾患をこて経腺造影施

子細ti;こ発見t上1例.腸前精LJ)先進部が1例~こあり.肝

門出r仇例申1例は木り--･7が,Lilt.FIF3叶に脱tLiiL来院し上.

発牛部位廿空腸 l帆 横行結腸 ll札 S状結腸二日札 直

を行いきうち1例は巨東にて不成功に終わり開腹掃出し

Ill._-_. 1例誹掲屯精手術時に切除､残る:～例はf旧-Fl件;｣脱

出L上木り--./を結集切除しノ∴ 肝門.LtJ,lnl例二は病悩期

間が長く磯橡的に注腸造影や内視鏡を行うべきである.

望5)再発乳癌翻 台療経験

田島 健三や佐藤 攻
苦繁 降 ~.･高橋 ILJI
断‖ 車高 ･fLLlH 帯拾 璃 罵赤十字病院)

当村でIlエロ帥こ経験した乳癌症例37二･刑申.治癒切除

再発生存例はIl例てあt''.これとL,11例に対し...こ.1トILlニーン

埴法,化学療法,照射江上び局所切除左LL:し7〕合併療法を

施行し,効果がみられた殿でその治療経験についてのべ

ら.

りンぺ節転移を釆L切除したか.その後肺転移L/L_骨転移

を認めたため MPA 1200mgトゴ投与したとこ/-転移醍

及び胸水の消失を認め再発線5年6カ月の現在生存率で

ある.そのほか4例iこh･11'A を併用した合併療法を行

ないうち2例で3年以上生存している.また対側乳鼠
卵巣に転移を来したため両者を切除し,IJ'卜､り-l'てftl･

ソ投与を行なったところ5年5カ月再発なく生存中の1

例も経験 している.他の例もCAt/療法､TAM投Ej･

にて生存中である.

1上し再発乳癌に対し積極的に治療すオ=･f延命出来る例

があることを経験 にた.

26)悪性陀膜中皮腫Lハ2症例における石綿暴露

の検討

'･ ∴ - ∴ .

悪性中皮腫と石綿との閑適は夙に指摘されているがさ

勝癖そのものをこおける石綿を検索した報告は腹膜中皮腫

に関しては見当らない.我々は悪性頗瞭中皮鹿の2例に

於て石綿線維及び石綿小体の検索を行い,以下の知見を

得た.

1. 症例lt7)大網腫癖に於て対照群に比LI~j轟与線維及

び石綿小体が着意をこ多数認められた.

2. 症例2殿太網厳感率の石綿線維及び石綿小体は対

照群をこ比し有意差はなかったがヲシリカ線維が太畳をこ認

められた⇒

近年石綿使用魔は急激に増加して来ており,石綿及び

その代替品をこ対する対策が更をこ強化されることが望まれ

ら.

27〕外傷性外肝門1'.T.1約筋損†i封こ‡十十(,
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外傷性の外駄門括約筋損傷をこよる機能不全に対し甘

い＼･(.,rlこlI)I.)ingsI)llillL,I(汀Ol)1こl叫･を施行し,良好左結果

を得たLTlで報告する.

症例は28歳の男性.､軌kLl隼6廿 交通事故にて会陰

部jⅢ拓し.sigmoidostomyが造設された.Flll~-珊瑚'J絹

の随意収縮は認めるものの,120-30をこ筋収縮はなく,

紅門管静l臆 ,随意収縮圧はともに極めて低値を示した.

手術は電気刺激を用いて捜し求めた外旺門括約厳の断端
を遊離した衡 約 2cm 程 o＼,erlこIPさせ縫合した.千

術艶 括約筋の収縮は全属性となり,虻門内圧検査で転

明らかな改善を認めた.sigmoiぬSもomyも閉鎖し,覗

荏. 1卜1耕三便回数:卜 4臥 soilingも克く,経過良好

である.


